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「
音
に
聞
く
高
師
浜
の…

」と
詠
わ

れ
た
高
石
の
地
は
古
く
か
ら
白
砂
青

松
の
美
し
い
景
勝
地
と
し
て
天
下
に

知
ら
れ
、市
民
の
皆
様
方
に
こ
よ
な
く

愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。昭
和
30
年
代

後
半
か
ら
は
臨
海
部
の
埋
め
立
て
に

よ
る
企
業
誘
致
に
よ
り
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
形
成
さ
れ
る
中
、初
代
市

長
で
あ
る
中
山
末
吉
氏
は「
臨
海
部
開
発
の
槌
音（
つ
ち
お
と
）を
聞
け
ば
、高

石
町
の
発
展
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
」と
議
会
で
演
説
さ
れ
、単
独
市
制

を
貫
き
高
石
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

以
来
、本
市
は
年
々
発
展
を
遂
げ
、本
年
市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
高
石
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
申
し
上

げ
、こ
の
50
周
年
を
機
に
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
、新
た
な
第
一
歩
を
し
る
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
さ
い
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
市
民
の
皆
様
方
と
議
会
・
行
政
が
と
も
に
力
を

あ
わ
せ
て
、思
い
や
り
、支
え
あ
う
、温
も
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
が
可

能
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、今

後
と
も
ご
理
解
、ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
祝
辞　

　
　
　
　

高
石
市
長　

阪
口 

伸
六
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め
ざ
す
は　

子
育
て
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
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子
育
て
奮
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中
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ママ
た
ち
の 
夢
ス
ト
ー
リ
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光
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教
都
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暮
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高
師
浜
今
昔
も
の
が
た
り･････････････････････････････････････

　

伝
え
た
い 

残
し
た
い　

高
石
未
来
遺
産･･･････････････････････

輝
く
高
石
50
年　

半
世
紀
ヒ
ス
ト
リ
ー･･････････････････････････

未
来
を
描
く
ま
ち
づ
く
り　

　

は
ぐ
く
む 

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
整
え
る･････

　

は
た
ら
く 

働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る･････････････････････

　

け
ん
こ
う 

いつ
ま
で
も
健
幸
に
す
ご
せ
る
環
境
を
整
え
る･･･

　

す
む 

住
み
た
く
な
る
環
境
を
整
え
る･･････････････････

高
石
市
議
会･････････････････････････････････････････････････････

つ
な
が
る 

ひ
ろ
が
る　

姉
妹
都
市
・
友
好
都
市･･･････････････････

高
石
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョン
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まちは飛躍的な発展を遂げました
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50年の様々な「輝」が満ちています
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　「
子
育
て
す
る
な
ら
高
石
市
」を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、高
石
市
で
は

様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
域
内
に
保
育
所
・
認

定
こ
ど
も
園
が
10
か
所
も
あ
り
、待
機

児
童
も
な
く
、自
宅
の
近
く
で
子
ど
も

充
実
の
子
育
て
支
援

を
す
ぐ
預
け
ら
れ
る
環
境
が
整
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、児
童
が
病
気
の
際
に
一
時

的
に
保
育
を
行
う
病
児
保
育
サ
ー
ビ

ス
に
は
訪
問
型
と
施
設
型
を
設
け
て
い

る
な
ど
様
々
な
子
育
て
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

保護者が、昼間に就労等により家庭にいない児童を健全に育成するための学童保育を行っています。平成28年度
から、平日の開設時間を午後7時まで延長し、より利用しやすくなりました。

あおぞら児童会

幼稚園と保育所の良いところをあわせ持つ認定こども園で
は、保護者の就労に関わらず各家庭のライフスタイルに合っ
た保育が提供されています。

認定こども園

1歳までの赤ちゃんとお母さん
たちの交流の場。様々な月齢
の赤ちゃんと出会えます。

赤ちゃん広場

パパ・ママになる方を対象
に妊娠や育児について学
びます。

パパママ学級

家庭での育児が一時的に困
難な場合、児童を預かる制
度です。

一時預かり保育

子
育
て

の
ま
ち

め
ざ
す
は

No.1
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たくさんの可能性を持った
子どもたちの将来が楽しみです

事や子育てで忙しい毎日ですが、仕事で外に出る
ことによっていつもと違う時間が過ごせています。
子どもたちは男の子4人、活発で仲が良い兄弟で

す。私が仕事で家にいない時であっても、自分でできることは
自分で考えながらできるようになり、自立につながっ
ています。おとなになっても、お互いに助け合う
兄弟でいてほしいと願っています。

中島 由梨さん

家

ママたちの
夢ストーリー
縁あって高石市でママになった私たち
子育てはもちろん 家庭も仕事も高石市でなら幸せになれる─
夢いっぱいの毎日を送っています

子どもの成長と一緒に
自分も成長していきます

牛山 恵さん

内には子育て支援センターが3か所もあって、とて
も便利。幼稚園や保育園では豊富なイベントが開
催されているので、子どもたちが飽きずにいろいろ

体験できます。もうすぐ3人目が生まれますが、なるべく様々な
経験を一緒にしたいですね。子どもたちの成長を見守りなが
ら、私も成長したいと思っています。いずれは仕事に復帰する
のも夢の一つなんです。

子育
て奮闘中 ！

市

緒に
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子どもたちのやりたいことを
サポートしてあげたい

機児童がゼロなので待つことなく入園でき、3人目
以降は就学・未就学に関わらず保育料が無料にな
るなど、市の支援には本当に助かっています。これ

から先、子どもたちにはたくさんの経験や交流の中で自分た
ちのやりたいことを見つけ全力で進んでいってほしい
です。そして親としてそれぞれのやりたいことをサ
ポートしてあげたいと思っています。

奥田 絵理香さん

待

タニティセミナーから始まり、離乳食講座や「赤ちゃん
ひろば」、無料のコミュニティ施設など、高石市の子育
て支援はとても充実しています。大きくてきれい

な図書館では絵本の読み聞かせがあり、子どもも喜んで
います。物を手作りするのが好きなのですが、いつかは
子ども用のグッズなどを作ってママ友たちとサークル
活動をしたり、イベントに出店したりしたいですね。

子育て支援の
イベントや施設が充実
子どもも喜んで参加しています

家が近くにあり、週末はよく泊まりに行っていま
す。そんな時は、親に子育ての悩みを聞いてもらう
ことも。世代を越えたふれあいに子どもたちも楽し

んでいるようです。将来、子どもとは多くのことを一緒に体験し
ていきたいですね。趣味のお菓子作りやバドミントン、母娘

でショッピングにお茶…。今から楽しみです。日常の家
族で過ごす時間を大切にしていきたいです。

子どもが大きくなっても
たくさんのことを共有したい

吉村 有美さん

村上 守美さん

マ

実
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学
校
施
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
や

生
き
る
力
を
養
う
教
育
を
進
め
る
ソ
フ
ト
面
な
ど

優
れ
た
教
育
環
境
が
整
っ
て
い
る
高
石
市

学
校
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
い
ま
す

文
教
都
市

光
る
個
性
を
伸
ば
す

夢を叶えたアスリートから夢
を持つことの大切さを学んで
います。

小学校での
「夢の教室」

市内の事業所で、実際に仕
事を体験。働く人と接するこ
とで、働く意義を学びます。

中学生の
職場体験

小1から英語教育を実施。中3の
英検3級レベル到達をめざしてい
ます。

小学１年生からの
英語授業

10



　

高
石
市
で
は
魅
力
あ
る
教
育
を
推

進
し
、社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会

を
見
据
え
英
語
教
育
や
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
小
・
中
学
校
学
力
向
上
大
作
戦
」と

銘
打
ち
、学
校
ご
と
に
学
力
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
職
場
体
験
や

福
祉
教
育
、登
下
校
の
見
守
り
な
ど
学

校
と
地
域
と
の
連
携
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の

心
身
を
育
て
る

教
育
活
動

100%

100%

100%

保護者や地域の福祉員が
連携し、子どもたちが安全
に安心して登下校できるよ
う見守り活動をしています。

見守り活動

点字や車椅子体験、認知
症についての寸劇を鑑賞
するなど、福祉への関心
と理解を深めます。

小学校での
福祉教育

情報化の時代に対応するため、学
校のＩＣＴ環境を整え、デジタル機
器を活用した授業を行っています。

ICT化された
学習環境
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「
健
幸
」と
は 

身
体
的
な
健
康
と

そ
し
て
心
も
幸
せ
で
あ
る
こ
と

子
ど
も
か
ら
お
と
な
ま
で 

幅
広
い
世
代
が

こ
の
ま
ち
で 

い
つ
ま
で
も
健
幸
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

高
石
市
で
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や

健
幸
づ
く
り
教
室
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

健
や
か
に
幸
せ
に

一
歩
一
歩

たくさんあるよ♪
ウォーキング
イベント

南海中央線を歩行者天国にしたウォーキングイベントや
高石マルシェは大勢の市民でにぎわいました。

健幸フェスティバル&高石マルシェ

有酸素運動や筋力づくり、ウォーキングを組み合わ
せ、個人に合わせた個別プログラムを行っています。

健幸づくり教室

せせらぎの流れる歩道を整備。歩いて楽しい道づ
くりを進めています。

健幸ウォーキングロード
（南海中央線）

12



　

高
石
市
は
地
域
活
性
化
総
合
特
区

に
指
定
さ
れ
、ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ

テ
ィ
と
し
て
、ふ
れ
あ
い
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー「
ス
ポ
ラ
た
か
い
し
」や
総
合
体
育

館「
カ
モ
ン
た
か
い
し
」を
拠
点
に
、健
幸

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
が
連
携
し
て
進
め
る

「
健
幸
ポ
イ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、40

歳
以
上
の
市
民
の
参
加
者
が
行
っ
た
健

康
増
進
に
対
す
る
努
力
や
成
果
に
応
じ

て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
制
度
で
、市
民

の
や
る
気
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た「
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
」を
め
ざ

し
、健
幸
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備

も
行
っ
て
い
ま
す
。１
年
を
通
し
て
大
勢

の
市
民
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
て
い

ま
す
。今
後
も
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
、楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
が

で
き
る
機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

毎
日
を
健
幸
に

い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち

浜寺公園で開催される親子を対象にしたイベン
ト。ウォーキングやゲームで盛り上がります。

ライフ・チャレンジ・ザ・ウォーク市内4か所で月曜から金曜の朝に開催。いつでも
誰でも参加でき、毎日の健康づくりに最適です。

“毎日が元気”
健幸ウォーキング

広いプールで、ゆったりと泳ぐことができます。水中
ウォーキングやパワフルアクアなどの教室も充実。

スポラたかいしの温水プール

芦田川に沿って、季節感のある植栽で川岸を散策
し、憩える場として整備されました。

健幸ウォーキングロード
（芦田川遊歩道）
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昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
泉
北
地
区
の

臨
海
部
埋
め
立
て
に
よ
り
、石
油
化
学
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
が
形
成
さ
れ
、府
内
有
数
の

工
業
地
帯
と
な
り
ま
し
た
。現
在
も
多

く
の
工
場
が
日
夜
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、工
場
夜
景
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、

高
石
市
の
臨
海
工
業
地
帯
は
重
厚
で
近

未
来
的
な
景
観
が
人
気
を
呼
び
、多
く
の

工
場
夜
景
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

臨
海
工
業
地
帯

毎回人気の工場夜景ツアー

まちの
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JR
阪
和
線

南海
本線

阪
神
高
速４
号
湾
岸
線

富木駅
高石駅

堺泉北有料道路

高師浜駅

伽羅橋駅

羽衣駅 東羽衣駅

取石IC

綾園ランプ

助松IC

高石IC

助松JCT

204

26

　

高
石
市
は
面
積
約
11
㎢
と
い
う
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
。南
海
本
線
と
J
R
阪
和

線
が
、南
北
に
走
っ
て
い
ま
す
。市
内
に
は

６
つ
の
駅
が
あ
り
、大
阪
中
心
部
ま
で
約

20
分
、関
西
国
際
空
港
ま
で
約
30
分
で

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。ま
た
、阪
神
高
速

４
号
湾
岸
線
、堺
泉
北
有
料
道
路
な
ど

道
路
網
も
充
実
。平
坦
な
土
地
の
た
め
、

徒
歩
や
自
転
車
で
も
移
動
し
や
す
く
、

快
適
で
便
利
な
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て

い
ま
す
。

魅
力
あ
る

コン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

暮
ら
し
や
す
さ
が

き
ら
め
く
ま
ち

南海電鉄

JR阪和線

鉄道の駅が
6つもあって
便利

東羽衣駅羽衣駅

富木駅

高石駅

伽羅橋駅

高師浜駅

15



高石の一大イベント。ステー
ジイベントで盛り上がり、
大阪の夏一番早く打ち
上がる花火が夜空を
彩ります。

シーサイド
　フェスティバル

ミニステージやスタンプラリーなど、家族
で楽しめるイベントがいっぱい。

子ども会
カーニバル

駅周辺の各種団体が連携して行う手作り型のイベント。ステージイベントの
ほか夜店も出店し、高石の夏の風物詩となっています。

高石楽市楽座 羽衣七夕まつり

天女とともに市内の桜名所を
めぐります。フォトコンテスト
に先駆けて開催。

桜見どころ
ポイントツアー月4

市内や浜寺公園の桜をテーマにしたフォトコンテ
スト。趣向を凝らした作品が多数寄せられます。

桜フォトコンテスト

月4

シーサイドフェスティバルと同日に浜寺水路で開催。
水しぶきを上げて、熱戦を繰り広げる姿は圧巻です。

堺泉北港
スモールドラゴンボート大会

月6

月4

6 月

8 月

まちのまちのまちの

16



「健幸」にちなんだ催しが盛り
だくさんのイベントです。

健幸フェスティバル&
高石マルシェ

月11

商工業の活性化を目的に開催。魅力ある商品の展示や
販売のほか、飲食コーナーもあり、家族で楽しめます。

高石商工
フェスティバル 月10

だんじりや花車が市内各所で曳行され、威勢の
いい掛け声が響きます。やりまわしは迫力満点。

高石だんじり祭り
月10

自治会対抗リレーなど、様々な競技
が行われます。毎年多くの方が参加さ
れ、スポーツの秋を楽しんでいます。

市民
体育大会

月10

早春の泉州路で行われる関西屈指のマラソン大会。
5,000人以上のランナーが浜寺公園をスタートし、り
んくうタウンをめざして駆け抜けます。

泉州国際市民マラソン
月2

17



浮世絵師・歌川広重が
「六十余州名所図会」
の中で「和泉　高師の
はま」を描いています。

歌川広重が
描いた高師浜

浜寺水路

浜寺公園

百
人一首
に
詠
ま
れ
た

風
光
明
媚
な
景
勝
地

　

高
師
浜
は
古
代
以
来
、白
砂
青
松
の

景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
、多
く
の
和
歌
に

詠
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

祐
子
内
親
王
家
紀
伊
が
詠
ん
だ
和
歌

「
音
に
聞
く　

高
師
の
浜
の　

あ
だ
波
は

　

か
け
じ
や
袖
の　

濡
れ
も
こ
そ
す
れ
」

は
、小
倉
百
人
一首
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
古
今
和
歌
集
」、「
新
勅
選
和

歌
集
」、「
続
古
今
和
歌
集
」な
ど
多
く
の

和
歌
集
の
歌
の
中
に
も
高
師
浜
が
登
場

し
ま
す
。

ゆ
う
し
な
い
し
ん
の
う
け

き
い

浜寺水路

浜寺公園

18



　

明
治
37
年（
１
９
０
４
）に
起
き
た
日

露
戦
争
に
よ
り
、高
石
市
と
泉
大
津
市

の
海
浜
一
体
に
約
２
万
８
千
人
を
収
容
し

た
国
内
最
大
級
の
施
設「
濱
寺
ロ
シ
ア
人

俘
虜
収
容
所
」が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
４
年（
１
９
１
５
）に
は
人
口
４
８

０
９
人
を
も
っ
て
町
制
に
移
行
。大
正
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、浜
寺
・
高
師
浜

海
水
浴
場
は
東
洋
一の
海
水
浴
場
、一
大

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
、年
間
約
百
万
人
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

現
在
、高
石
市
で
は
、「
羽
衣
天
女
」を

モ
チ
ー
フ
に
、「
天
女
の
住
ま
う
街
」と
し

て
様
々
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

リ
ゾ
ー
ト
地
か
ら

天
女
の
住
ま
う
街
へ

桜見どころポイントツアーや、シーサイドフェスティバルなどのイベント
では、天女衣装を身にまとったボランティアの「天女さん」や、高石商工
会議所のイメージキャラクター「てんにょん」が活躍しています。

イベントで活躍する天女衣装のボランティア

平成26年に初開催の天女サミットには、天女による地域
活性化に取り組む全国７市町の首長らが集います。

天女サミット

「天女の住まう街　高石」を広くＰ
Ｒするため、スポーツタオルやポロ
シャツなど、「羽衣天女」のオリジナ
ルグッズを販売しています。

羽衣天女グッズ羽衣天女グ ズ

天女サミト

海水浴場としてにぎわった高師浜 濱寺ロシア人俘虜収容所
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紀州街道03

寺地は鎌倉時代から室町時代にかけての綾井城の跡で、本堂を中
心に濠を配した寺域は中世の武士の居城の姿を今に伝えています。

専称寺
せ んしょうじ

04

西洋風デザインの駅舎は、現在も大正8年（1919）の開業
当時のままの姿で残っていて、駅舎の上部にあるステンド
グラスには、波の上を舞う浜千鳥が描かれています。

高師浜駅
た かしの はま

02

江戸時代に紀州藩の参勤交代に使われ、紀州街道と呼ばれました。
大阪と和歌山を結ぶ幹道のひとつで重要な道路でもありました。

行基出身の高志（たかし）氏ゆかりの神社で、境内に林立
する石灯籠、石碑、歌碑などは神社の歴史を物語り、本殿
を囲む松林はかつての“高師濱”の景観を偲ばせます。

高石神社01
ま
ち
の
そ
こ
こ
こ
に
は

今
で
も
往
時
の
面
影
を
感
じ
さ
せ
る

歴
史
遺
産
・
文
化
的
景
観
が
残
っ
て
い
ま
す

高
石
の
あ
ゆ
み
を
次
代
へ
と
繋
ぐ

未
来
遺
産
と
し
て

そ
れ
ら
を
大
切
に
守
り
伝
え
て
い
き
ま
す

高
石
未
来
遺
産

伝
え
た
い 

残
し
た
い
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綾おりのように美しい水が湧くことから綾井という地名の由来となっ
たと伝えられています。昭和30年頃まで水が豊富に湧いており、汲み
に来る人が絶えませんでした。当時からは水量が減ったものの、現在
でも清水が湧き出ています。

綾井の清水　09

境内には霊泉といわれる井戸水が湧くことから、井戸之守大明神とし
て尊ばれてきました。また、江戸中期の手造手水鉢や石造鳥居なども
境内にあります。

羽衣濱神社08

芦田川に架けられていた紀州街道の橋で、慶応元年（1865）につく
られ、昭和63年（1988）に芦田川改修工事で高砂公園に移設されま
した。平成20年（2008）に国の有形文化財に登録されています。

伽羅橋
きゃらばし

はごろもはま

あ や い

だ い ゆうじ

とのぎ

05

この地の古代氏族である「殿
来連」の氏神社にはじまると
考えられる式内社です。「との
き」の地名は古く「古事記」に
仁徳天皇時代、影が淡路島
に届くほどの巨木が兎寸河の
西にあったと記されています。

等乃伎神社07

南北朝時代、後村上天皇か
ら厚い帰依を受け三光国師
が建立した大雄寺は、南朝の
拠点でした。現在、その面影
はなく、伽羅橋駅前に「大雄
寺旧蹟」の記念碑が建てられ
ています。

大雄寺石碑06

　

西
取
石
か
ら
綾
園
に
か
け
て
の一

帯
、南
は
泉
大
津
市
・
和
泉
市
ま
で

広
が
る
大
園
遺
跡
は
、旧
石
器
時
代

か
ら
近
世
に
い
た
る
複
合
遺
跡
で

す
。遺
跡
内
に
あ
る
大
園
古
墳
は
、

出
土
し
た
円
筒
埴
輪
な
ど
か
ら
５

世
紀
末
〜
６
世
紀
初
頭
に
つ
く
ら
れ

た
こ
と
が
わ
か
り
、大
園
遺
跡
の
古

墳
時
代
の
集
落
群
と
の
強
い
関
係
を

考
え
さ
せ
る
地
域
首
長
墓
で
す
。

　

高
師
浜
１
丁
目
一
帯
は
江
戸
時

代
、高
石
北
村
と
い
い
ま
し
た
が
、

住
民
の
多
く
が
大
工
職
に
従
事
し

て
い
た
の
で
、一
部
の
地
域
は
大
工
村

と
呼
ば
れ
、幕
末
安
政
期
の
京
都
御

所
の
造
営
に
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

大
工
村
で
発
明
さ
れ
た
千
歯
扱

き
と
い
う
脱
穀
用
の
農
具
は
、日
本

の
農
業
生
産
力
を
飛
躍
的
に
高
め

ま
し
た
。

大
工
村
が

あ
り
ま
し
た

大
園
古
墳
が

あ
り
ま
し
た

む
か
し 

む
か
し高

石
に
は…
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市制施行 （昭和41年）

臨海コンビナートの形成 （昭和37年頃）

市制施行20周年 （昭和61年）

半
世
紀

ヒ
ス
ト
リ
ー

輝
く
高
石
50
年

anniversary

臨
海
部
開
発
の
槌
音
を
聞
け
ば

高
石
町
の
発
展
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か

│

泉
北
郡
高
石
町
か
ら

高
石
市
へ
と
単
独
市
制
を
施
行

つ
ち
お
と

昭
和
41
年

昭
和
42
年

昭
和
44
年

昭
和
45
年

昭
和
46
年

昭
和
47
年

昭
和
51
年

昭
和
53
年

昭
和
56
年

昭
和
59
年

昭
和
61
年

昭
和
62
年

平
成
３
年

平
成
４
年

市
制
施
行 

初
代
中
山
末
吉
市
長 
初
登
庁

浅
野
政
雄
市
長
が
初
当
選

鴨
公
園
完
成

府
内
初
の
公
害
防
止
協
定
締
結

市
民
憲
章
・
市
の
木
・
花
・
歌
制
定

高
師
浜
野
球
場
・
運
動
場
オ
ー
プ
ン

市
役
所
新
庁
舎
完
成

市
制
施
行
10
周
年

高
石
駅
東
D
地
区
再
開
発
ビ
ル
完
成

ロ
ミ
タ
市
と
姉
妹
都
市
協
定
締
結

芦
田
川
改
修
事
業
着
手

市
制
施
行
20
周
年

ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
複
合
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

寺
田
為
三
市
長
が
初
当
選

パ
ン
セ
羽
衣
（
慶
翠
苑
・
羽
衣
公
民
館
）
オ
ー

プ
ン

11
月

２
月

10
月

８
月

11
月

４
月

10
月

11
月

８
月

10
月

４
月

11
月

４
月

２
月

５
月

ときがききききききききききききときときがががが

22



とろしプラザ完成 （平成11年）

ベッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
急
速
に
市
街
化

人
口
急
増
に
対
応
す
る
た
め

基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ

昭
和
60
年
に
人
口
６
６
９
７
４
人
と

ピ
ー
ク
を
迎
え
る

※

国
勢
調
査
に
よ
る

バ
ブ
ル
崩
壊
後 
地
価
の
下
落
と

税
制
改
正
に
よ
る
急
激
な
市
税
の
収
入
の
減
少

大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
推
進
に
よ
る
歳
出
増
で

財
政
状
況
が
悪
化

平
成
６
年

平
成
７
年

平
成
８
年

平
成
９
年

平
成
10
年

ふ
る
さ
と
村
キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン 

清
水
町

（
現 

有
田
川
町
）
と
友
好
都
市
提
携
調
印

市
役
所
庁
舎
別
館
完
成

阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
職
員
派
遣
等
支
援
の

実
施
）

高
師
浜
運
動
広
場
を
人
工
芝
生
化

市
制
施
行
30
周
年

南
海
本
線
等
連
続
立
体
交
差
事
業
が
認
可

鴨
公
園
に
せ
せ
ら
ぎ
水
路
完
成

７
月

10
月

１
月

６
月

11
月

７
月

４
月

平
成
11
年

平
成
13
年

平
成
15
年

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
、
老
人
保
健
施
設
「
き
ゃ

ら
の
郷
」 

完
成

複
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
と
ろ
し
プ
ラ

ザ
」
完
成

市
営
浜
墓
地
開
設

ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業
、
第
１
期
工
事
完
成

（
芦
田
川
ふ
る
さ
と
広
場
完
成
）

高
石
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

診
療
セ
ン
タ
ー
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
完
成

高
石
駅
東
B
地
区
再
開
発
ビ
ル
「
ア
プ
ラ
た

か
い
し
」
完
成

２
月

10
月

11
月

３
月

４
月

２
月

３
月

南海本線等連続立体交差事業

アプラたかいし完成 （平成15年）
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学校耐震化100%達成 （平成23年）

半
世
紀

ヒ
ス
ト
リ
ー

輝
く
高
石
50
年

anniversary

高
石
市
の
自
立
再
生
に
向
け 

財
政
健
全
化
を
推
進

一
方
で
学
校
耐
震
化
１
０
０
％
達
成

教
育
・
子
育
て
支
援
の
充
実

防
災
対
策
や
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど

市
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
施
策
を
推
進

平
成
15
年

平
成
16
年

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

堺
市
と
の
合
併
を
問
う
住
民
投
票
は
「
合
併

に
反
対
」
が
多
数
を
占
め
る

阪
口
伸
六
市
長
が
初
当
選

第
一
次
高
石
市
財
政
健
全
化
計
画
案
を
策
定

第
二
次
高
石
市
財
政
健
全
化
計
画
案
を
策
定

第
三
次
高
石
市
財
政
健
全
化
計
画
案
を
策
定

高
石
市
消
防
団
を
結
団

南
高
砂
に
５
万
ト
ン
級
船
舶
が
利
用
可
能
な

多
目
的
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
完
成

市
制
施
行
40
周
年

高
石
市
企
業
立
地
等
促
進
条
例
制
定

高
石
市
学
校
教
育
施
設
耐
震
化
計
画
を
策
定

第
四
次
高
石
市
財
政
健
全
化
計
画
案
を
策
定

総
合
避
難
訓
練
を
実
施
（
以
降
、
毎
年
実
施
）

た
か
い
し
ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
策
定

「
夢
の
教
室
」
を
実
施

ス
ポ
ラ
た
か
い
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

東
日
本
大
震
災
（
被
災
地
へ
の
支
援
を
実
施
）

学
校
施
設
耐
震
化
１
０
０
％
達
成

４
月

４
月

12
月

10
月

２
月

２
月

４
月

11
月

６
月

８
月

２
月

11
月

11
月

６
月

９
月

３
月

４
月

高石市消防団を結団 （平成18年）

カモンたかいし完成 （平成27年）

ときがとととと がががととときときがとと がががとときが
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歴代市長

高架化の開通式典 （平成28年）

総合避難訓練

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
28
年

Ｊ
Ｒ
富
木
駅
西
口
駅
舎
完
成

第
五
次
高
石
市
財
政
健
全
化
計
画
案
を
策
定

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
取
組
み
ス
タ
ー
ト

高
石
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

南
海
中
央
線
に
市
内
初
の
自
転
車
道
を
整
備

高
陽
幼
稚
園
敷
地
内
に
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を

整
備

高
師
浜
運
動
広
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

健
幸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
ス
タ
ー
ト

健
幸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
高
石
マ
ル
シ
ェ
を
開
催

健
幸
ポ
イ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

高
砂
１
号
線
の
液
状
化
対
策
工
事
の
完
成

カ
モ
ン
た
か
い
し
完
成

新
村
北
線
全
線
開
通

芦
田
川
遊
歩
道
整
備
事
業
一
部
完
成

南
海
本
線
下
り
線
（
関
西
空
港
・
和
歌
山
市

方
面
行
き
）
の
高
架
化
完
成

６
月

８
月

２
月

６
月

７
月

９
月

４
月

８
月

11
月

１
月

２
月

３
月

４
月

４
月

５
月

芦田川遊歩道の整備 （平成28年）
中山 末吉

（昭和41年11月1日～昭和42年1月）

浅野 政雄
（昭和42年2月～平成3年2月）

寺田 為三
（平成3年2月～平成15年4月）

阪口 伸六
（平成15年4月～）
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激
な
少
子
化
が
進
む
な
か

で
、高
石
市
で
は
、安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

保
育
・
教
育
環
境
の
整
備
や
学
童
保

育
・
子
ど
も
元
気
広
場
の
充
実
、病
児

保
育
の
開
始
な
ど
、働
き
な
が
ら
子
育

て
が
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、ア
プ
ラ
た
か
い
し
内
に
子
育
て

世
代
ウ
ェ
ル
カ
ム
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
整
備

し
、子
育
て
世
帯
向
け
の
不
動
産
情
報

や
市
内
の
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す

る
こ
と
で
、子
育
て
世
代
の
転
入
や
定

住
を
促
進
し
ま
す
。　

　

妊
娠
か
ら
出
産
、産
後
ま
で
切
れ
目

な
く
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
総
合
的
な
相
談

支
援
を
行
う
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
市
役
所
内
に
設
置
す
る
ほ

か
、市
内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

は
子
育
て
支
援
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置

し
、気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
を
つ
く

り
ま
す
。

急

は
ぐ
く
む

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
を
整
え
る

育児不安や身体疲労を軽減することで楽しく育児ができるようケアして
います。ケアの内容は個別でプランを作成しています。

産後ケア

地域の子育て家庭への支援を行うため、様々な事業を実施。育
児講座やイベントの開催、育児情報の提供などもしています。

子育て支援センター

未来を描く

まちづくり

子育て相談や一時預かり保育をスタートさせ、市内の子育てサービス
などを紹介します。

子育て世代ウェルカムステーション事業
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発
な
産
業
と
と
も
に
、発
展

し
て
き
た
高
石
市
。働
き
や

す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、よ
り
活

力
の
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

就
職
に
有
利
な
資
格
の
取
得
支
援
や

就
労
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
個
別

相
談
な
ど
就
労
に
関
す
る
様
々
な
サ

ポ
ー
ト
の
ほ
か
、市
内
企
業
に
よ
る
合

同
企
業
説
明
会
や
就
職
情
報
フ
ェ
ア
な

ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

職
住
近
接
に
向
け
て
、市
内
事
業

所
の
在
勤
者
を
対
象
と
し
た
住
宅
政

策
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、市
内
企
業
の
新
規
創
業
や
設
備

投
資
に
関
す
る
支
援
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

女
性
が
よ
り
一
層
社
会
進
出
し
、多

様
な
生
き
方
が
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

活

は
た
ら
く

働
き
や
す
い
環
境
を

整
え
る

日本国内有数の臨海工業地帯には、大手企業を含む多数の企業が集
積し、市内だけでなく市外からも多くの人が通勤しています。

堺泉北臨海工業地帯

市内の企業と求職者のマッチングが進むように、高石商工会議所、並びに池田泉州
銀行との産業振興連携協力事業の一環として合同企業説明会を開催しています。

たかいし合同企業説明会

未来を描く

まちづくり

少子化対策の一環として実施。結婚へのイメージをアップさせる場と
なっています。

高石市結婚サポートスキルアップ事業
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石
市
で
は
、す
べ
て
の
市
民

が
健
幸
に
す
ご
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
地
域
活
性
化
総
合
特

区
と
し
て
、ス
マ
ー
ト
ウ
ェル
ネ
ス
シ
テ
ィ

と
し
て
の
取
り
組
み
を
先
進
的
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、楽
し
み

な
が
ら
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
機
会
の

提
供
や
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
観
点
か
ら
の

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
創
出
を
図
っ
て
い

ま
す
。中
で
も
、高
石
市
立
総
合
体
育

館「
カ
モ
ン
た
か
い
し
」は
健
幸
づ
く
り

教
室
の
開
催
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
な
ど
が

利
用
で
き
、市
民
の
健
康
づ
く
り
の
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、在
宅
医
療
や
介
護
が
充
実

し
た
地
域
包
括
ケ
ア
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
、小
学
校
区
ご
と
に
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
保
健
師
を

配
置
し
、一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
き

め
細
か
い
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

高

け
ん
こ
う

いつ
ま
で
も
健
幸
に
す
ご
せ
る

環
境
を
整
え
る

介護予防・健康増進のために、地域の方が集まる場所で重りを使った
筋力アップ体操をしています。

いきいき百歳体操

各種スポーツで利用できるアリーナやトレーニングルームなどが
あり、市民の健康増進と体力づくりの拠点となっています。

高石市立総合体育館「カモンたかいし」

未来を描く

まちづくり

民生委員や福祉委員と連携しながら、地域づくりの拠点として全自治
会でコミュニティカフェの開設をめざしています。

コミュニティカフェ
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石
市
で
は
移
住
・
定
住
を
促

進
す
る
た
め
に
、住
み
た
い

と
思
え
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

利
便
性
の
高
い
文
教
都
市
と
し
て

広
く
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
、特
に
子

育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
情
報

発
信
を
行
い
、ま
ち
の
魅
力
を
前
面
に

出
し
た
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
推
進
し
て
い

ま
す
。ま
た
、都
市
再
生
の
取
り
組
み

と
し
て
導
入
し
た
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
を
本
格
的
に
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

羽
衣
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、通
勤
・

通
学
の
利
便
性
と
安
全
性
を
考
慮

し
、再
開
発
事
業
に
合
わ
せ
て
南
海

羽
衣
駅
と
Ｊ
Ｒ
東
羽
衣
駅
を
接
続
す

る
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
整
備
を

行
い
ま
す
。ま
た
、高
石
駅
周
辺
に
つ

い
て
は
連
続
立
体
交
差
事
業
の
完
成

を
見
据
え
、地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

高

す
む

住
み
た
く
な
る
環
境
を

整
え
る

安全安心な道路環境を整備しています。

自転車道等の整備

交通結節点の機能を最大限に活かし、にぎわいの創出と景観の整った北の玄関口にふさわ
しいまちづくりを進めます。

羽衣駅前地区第一種市街地再開発事業（イメージ図）

未来を描く

まちづくり

南海本線と高師浜線を高架化し、交通の円滑化を図ります。

南海本線・高師浜線連続立体交差事業
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市議会では「未来に誇れるまち高石」の構築に向けて
議員一丸となって取り組みます

高石市議会

議場・議長席

議員席
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議 員 一 覧

森 博英

議長

宮口 典子

副議長

二瓶 貴博 永山 誠松本 善弘 山敷 恵 寺島 誠

木戸 晃畑中 政昭 明石 宏隆 久保田 和典出川 康二

清水 明治 東野 隆史佐藤 一夫 古賀 秀敏

議席順・敬称略
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Lomita

　

昭
和
56
年（
１
９
８
１
）10
月
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
の
ロ
ミ
タ
市
と
姉
妹
都
市

提
携
を
結
び
ま
し
た
。

　

ロ
ミ
タ
市
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市

か
ら
南
へ
約
40
㎞
、ロ
ー
リ
ン
グ
ヒ

ル
と
い
う
美
し
い
丘
の
ふ
も
と
に

あ
る
人
口
約
２
万
人
、面
積
３
・

５
㎢
の
ま
ち
で
す
。ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

市
の
衛
星
都
市
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。高
石
市
姉
妹
都

市
協
会
を
通
じ
、年
１
回
の
交

換
留
学
や
泉
州
国
際
市
民
マ
ラ

ソ
ン
へ
の
ラ
ン
ナ
ー
の
招
聘
な
ど
、

海
を
越
え
た
交
流
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
６
年（
１
９
９
４
）７
月

か
ら「
ふ
る
さ
と
村
キ
ャ
ン
プ
場
」

の
開
設
を
機
に
友
好
都
市
と

な
っ
た
清
水
町
が
近
隣
の
町
と

合
併
し
、有
田
川
町
が
誕
生
し
、

平
成
18
年（
２
０
０
６
）11
月
に

新
た
な
友
好
都
市
提
携
を
結
び

ま
し
た
。

　

有
田
川
町
は
和
歌
山
県
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
す
る
自
然
豊
か
な

ま
ち
。現
在
も
夏
休
み
に
は「
ふ
る

さ
と
村
キ
ャ
ン
プ
場
」へ
多
く
の
市

民
が
訪
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成

27
年（
２
０
１
５
）に
は
１
万
匹
の

鈴
虫
が
寄
贈
さ
れ
る
な
ど
様
々
な

交
流
を
行
って
い
ま
す
。

和
歌
山
県

有
田
川
町

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ロ
ミ
タ
市

つながる ひろがる

姉
妹
都
市

友
好
都
市

Aridagawaga aa
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1936年、高石市生まれ。大阪府立三国丘高校、早稲田
大学、古河電工サッカー部でプレー。日本代表監督、J
リーグ初代チェアマンを経て、第10代日本サッカー協
会（ＪＦＡ）会長を務めました。社会貢献活動にも心血
を注ぎ、スポーツ界のリーダーとして活躍しています。

※他に故人として、今西寿雄氏、葉室鐵夫氏、中山末吉氏、
浅野政雄氏が名誉市民です。

高石市は、大阪府の南部に位
置し、北と東は堺市に、南は
和泉市・泉大津市にそれぞれ
隣接し、西は大阪湾に面して
います。大きさは、東西6.1㎞、
南北4.1㎞であり、市域が11.3
㎢というコンパクトな都市で
す。温暖な気候と相まって、便
利で住み良い住宅地として発
展しています。

位置・地勢
菊の寄り添った花弁は市民が力
を合わせて住みよいまちをつくる
姿を表し、菊のさわやかな香りは
文化の実りを思わせます。菊の
花の気品に満ちあふれた様子
が、市民の誇りと願いに一致す
るため、昭和46年11月22日、菊を
市の花に制定しました。

市の花 … 菊

白砂青松の名勝地であった高
師浜は、多くの和歌に詠み込ま
れています。人々に親しまれ、や
すらぎを与えてくれる松林。高石
市が、いつまでも緑あふれるまち
であることを念願し、その象徴と
して昭和46年11月22日、松を市
の木に制定しました。

市の木 … 松

高石市の「高」を図案化。台の
円は、市民の幸福と協和を意味
し、その上に高石市が高度に発
展することを象徴しています。一
般公募により昭和41年12月20
日に制定しました。

市章

高石にアクセス 名誉市民

川淵 三郎 氏

高石インフォメーション

高石市
大阪市

堺市

和
泉
市

泉大津市

■ 市ウェブサイト

■ Facebook
https://www.facebook.com/
reboot.takaishi

http://www.city.takaishi.lg.jp

■ 高石フォトブログ
http://takaishi.seesaa.net
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